
指定管理者制度管理運営評価シート

27

①事業実績

②管理経費

③評価

施設名称 農産加工所 評価対象年度 平成 年度

指定管理者名 ゆりの会企業組合 所管課 神林支所産業建設課

指定期間 平成20年2月1日～平成29年31日（9年） 評価者（課長） 佐藤　博

利用実績 　売上  47,915,290円　　（前年比　6% 増）

サービス向上の取り組み
毎月の定例会において、その月の反省をおこない組合員の資質向上に努めた。また、新商品の開発に取
り組み売上増につなげることができた。

前々年度 前年度 当該年度

（25年度） （26年度） （27年度）

とれたて野菜市売上 36,141,499 38,030,726 40,709,330 114,881,555

ゆりの会売上 7,010,944 7,022,322 7,091,335 21,124,601

イベント売上 197,750 111,562 114,625 423,937 周年祭　他

雑収入 209,303 153,630 157,035 519,968 リベート・還付金・配当金　他

計 43,559,496 45,318,240 48,072,325 136,950,061

人件費 16,448,179 19,077,604 19,735,087 55,260,870 給料・労働保険　他

材料費 12,257,196 12,113,676 12,717,603 37,088,475 材料仕入

消耗品費 1,430,439 1,512,641 1,549,697 4,492,777 製造に関する消費税・パック　他

事務費 129,462 154,258 120,318 404,038 事務用品

修繕費 153,429 261,848 340,876 756,153 機器保守メンテナンス

光熱水費 2,479,552 2,734,326 2,716,299 7,930,177 電気・ガス・水道

地代家賃 612,000 612,000 612,000 1,836,000 51,000円×12ヵ月

賃借料 889,220 1,002,420 1,180,569 3,072,209 冷凍庫リース

租税公課 574,488 1,133,775 1,028,400 2,736,663 消費税・入印紙・収入証紙

支払手数料 4,785,506 4,983,338 5,359,287 15,128,131 野菜市手数料・商工会事務処理代

旅費交通費 129,962 140,886 133,318 404,166 ガソリン代

運賃 4,137 2,921 411 7,469 送料

通信費 48,460 68,908 73,543 190,911 電話代・切手代　他

保険料 39,254 42,254 41,058 122,566 PL保険

諸会費 86,000 86,000 88,000 260,000 商工会・食品衛生協会・中央会

雑費 102,321 132,795 382,748 617,864 ゴミ処理・除雪・コピー　他

計 40,169,605 44,059,650 46,079,214 130,308,469

差引 3,389,891 1,258,590 1,993,111 6,641,592

分類 項目 着眼点 配点 評価段階 評価点

公の施設としての性格や管理運営の基本方針を理解し、利用
者やスタッフへ周知しているか

利用者の立場に立ち、公の施設として市民の平等な利用を確
保する運営を行っているか

（評価理由）

提供すべきサービスが仕様書や事業計画に基づいて適切に
提供されたか

サービス向上、利用促進への具体的な取り組みがされている
か

利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

事業計画とサービス提供に差異が生じている場合、原因究明
に必要な取り組みがなされているか

業務改善が必要な場合、現状分析、課題把握、改善策の検
討と実施が行われ、効果が表れているか

利用者アンケート等を適切に実施・分析し、利用者ニーズの把
握に努め、満足度向上のための具体的な取り組みに反映して
させているか

利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応して
いるか

利用者へサービス向上につながる自主事業を実施しているか

利用者のニーズを踏まえた自主事業を実施しているか

（評価理由）

区分 合計 備考
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基本方針の理解・
周知

10 5 10.0

　業務の実施等、適切に管理運営されていた。

適切なサービスの
提供

10 5 10.0

業務改善による
サービス向上

10 5 10.0

利用者の意見・要
望への対応

8 4 6.4

自主事業の実施
状況

4 3 2.4

　組合員一人一人がサービス向上の自覚を持ち業務にあたっていた。また製品に関する苦情もほとんどなかった。
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分類 項目 着眼点 配点 評価段階 評価点

記入要領
・「評価段階」は5段階（5～1）により評価を行うこと。
・「評価点」は、配点に以下の評価段階による係数を乗じて算出すること。

・「評価ランク」については、評価点合計により以下のとおりとする。
評価ランク区分
S 95.0以上
A 80.0以上95.0未満
B 60.0以上80.0未満
C 60.0未満

計画に基づく適正な支出が行われているか

支出に見合う効果は得られているか

経費縮減の具体的な取り組みはされているか

収入金を区分し、適切に管理を行っているか

指定管理業務に関して口座を分け、適正な会計処理がなされ
ているか

（評価理由）

適切な人員配置
必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置
されているか

4 4 3.2

連絡・連携体制
定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十
分に図られているか

4 5 4.0

再委託管理
再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行に
ついても適切な監視・確認がなされているか

4 5 4.0

担当者のスキル
アップ

業務知識や安全管理、コンプライアンスに関する研修が定期
的に行われ、スタッフのスキルとして浸透しているか

4 4 3.2

安心・安全への取
り組み

事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な
安全管理体制となっているか（人員配置、マニュアル、訓練
等）

4 4 3.2

コンプライアンス
個人情報保護、その他の法令順守のルール（規則・マニュア
ル等）と管理・監督体制が整備され、適切な運用がなされてい
るか

4 5 4.0

（評価理由）

施設・設備の保守
管理

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守
点検や整備等を適切に実施しているか

8 5 8.0

警備業務
施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故、犯罪
等の未然防止に役立っているか

4 5 4.0

備品管理
設備・備品の整備や整頓、利用者使用する消耗品等の補充
が適切に行われているか

4 5 4.0

（評価理由）

④総合評価

⑤管理運営に対する全体的な評価

⑥次年度の管理運営に対する指導事項等

評価段階 評価点係数
5 1.0 
4 0.8 
3 0.6 
2 0.4 
1 0.2 

効果的・効率的な
支出

10 5 10.0

適切な会計管理・
手続き

8 5 8.0

　経費節減の努力が行われていた。

　人員の配置を交代勤務等で適切に行われていた。また、職員のスキルアップのための講習会を行った。

　トラブル無く適正に管理されていた。

評価点合計 94.4 評価ランク A

良品を作る事を心がけ、消費者の立場にたって業務にあたり、衛生面には細心の注意をはらい、なるべく地元の物を使い消費者に安
心・安全な製品を提供した。　また、道の駅全体の今後についての会議等に積極的に参加していた。

　特に指導事項はありませんが新製品の開発などますます努力していただきたい。
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